
●危険（DANGER）：重大事故につながる恐れがあります。

・本製品には高圧の機械式スプリングが内蔵されています。分解・改造は行わないでください。
・非専門者による分解や衝撃は、重大事故やけがの原因となります。
・モニターの取り付け・取り外しは、必ずアームを最上位に上げた状態で行ってください。

・不適切な状態での作業は、落下や画面破損の恐れがあります。

●警告（WARNING）：誤った使用によりけがの恐れがあります。

・組立て前に、本マニュアルの安全注意および手順を必ず
確認してください。

・アームは必ず右の図の の向きになるよう設置して下さい。

・本製品は本来の用途以外では使用しないでください。
・本製品は屋内専用です。

●注意（CAUTION）：安全に使用するために守ってください。
・対応モニターサイズ：17～32インチ、最大耐荷重9kg以内
・総重量の3倍以上を支えられる水平なデスクをお使いください。

・不安定な机や傾いた家具には設置しないでください。
・必ず付属部品と指定方法で設置・使用してください。
・配線は、損傷・ねじれ・圧迫が生じないよう固定してください。

・安全のため、定期的に各部の緩みや異常を点検してください。

■免責事項（重要）

・改造、誤設置、耐荷重超過、不適切な使用によって生じた
損害・事故について、メーカーおよび販売店は責任を負いません。

・本製品の使用または使用不能に起因するいかなる損害についても

責任を負いかねます。

※本マニュアルの内容は、予告なく変更される場合があります。

NB ERGONOMIC モニターアーム
A5-Cシリーズ 簡単組み立てガイド

スマホでもご覧いただけます

はじめに部品リスト
まず取り付け方式を決めましょう。
方式によって使用する部品が異なります。

次ページでは対象の方式をご覧ください。

天板を挟み込む
クランプ式

天板の穴を使う
グロメット式

Cautions / ご注意

設計・製造：Kunshan Hongjie Electronics Co., Ltd.
1050, Fu Chun Jiang Road, Economic Development Zone, Kunshan City, 
Jiangsu Province, China. 215333
E-Mail: info@NBergonomic.com www.NBergonomic.com

お問い合わせ、
サポートサイトはこちら

https://go.link-edge.ai/liftvision

↑どちらの方式か選んでください↓
日本国内販売：株式会社リンクエッジ

〒101-0035 東京都千代田区神田紺屋町11番地 鈴野ビル9階

E-Mail : support@link-edge.ai



①天板を挟むクランプ式の場合

ベース金具
(部品3)に
部品5をネジで
しっかり留めます

①穴を使うグロメット式の場合

対応する穴の
サイズは1~5cmです

Fの金具が天板の裏面に
しっかりと固定されている

ことを確認しましょう

カチンとはまるまで
上から押し込んでください

モニタ背面がまっすぐ(フラット)の場合

モニタ背面が湾曲している場合

VESAのネジ穴の高さに合わせて
ネジとスペーサーを選択してください

長い方のネジと背が高い方のスペーサーを使いましょう

最初に上部を
上から引っ掛けて・・・

最後にロックスイッチを
上にあげて固定します

※取付け後に手を離すとモニタが下がる
こともあるので、支える力を調整する前
は支えながらゆっくり手を離してください。

⑤アームの支える力と向きを調整

モニターの動きに応じて“支える強さ”を付属レンチで調整しましょう。

モニターの動き 調整方法

動かない場合 調整の必要はありません。

勝手に下がる
場合

内臓スプリングの支えるパワーが弱すぎます。
調整ネジを「＋」に回してください。

勝手に上がる
場合

内臓スプリングの支えるパワーが強すぎます。
調整ネジを「ー」に回してください。

この部分を調整すれば
上下角度の傾きの
硬さを変えられます。

⑦ケーブルをカバーに収納

密着させてから
スクリューでしっかりと固定しましょう

下から順に組み立てます。
ベース部分にアーム2を固定し、次にアーム1を差し込みます。

②ベースにアームを取り付けます

③モニタにアタッチメントを固定

④モニタをアームに固定します

次に下部を
カチッとはめ込みます

左右の動き・硬さについても、
付属レンチで調整しましょう。

⑥モニタの角度を調整

モニタをお好みの角度に回転させることも可能です。

アーム１と２それぞれの下面にある収納部分に
ケーブルを１本ずつはめこんて格納します。

天板の厚さに合わせて取付け位置を決めます

取付後に4mmレンチで
動きを調整しましょう。

※完全に固定はできません。
締めすぎると故障の原因となります。

※初回は回転が硬い場合がございます。

※2kg以上のモニターをお使いください。
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